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2020年12月期第１四半期連結決算状況のお知らせ 

 
 

日本マクドナルドホールディングス株式会社の 2020 年 12 月期（2020 年１月１日～2020年 12月 31

日）の第１四半期期間（2020年１月１日～2020年３月31日）の連結業績につきまして、下記の通り

ご報告致します｡ 

 

ハイライト  

 売上高は対前年同期比で増加。既存店売上高は18四半期連続でプラスを継続 

 利益は中長期的な成長を目的としてマーケティング活動、店舗と人材へ積極的な投資を行った結果、 

前年同期比で減益となるが、営業利益率、経常利益率共に年初想定通り10%を確保。 

 今後も新型コロナウイルスの影響を注視し、お客様、従業員の安全を最優先して感染症感染拡大を 

抑制する取組を継続するとともに、政府や自治体の方針や発表に適切な対応を実施する。 

 

（単位：百万円） 

 
2020年第１四半期 

実績 前年同期実績 前年同期比 前年同期比(%) 

全店売上高 * 141,890 134,043 +7,847 +5.9% 

連結売上高 72,286 68,884 +3,401 +4.9% 

連結営業利益 7,708 8,396 -687 -8.2% 

連結経常利益 7,426 8,665 -1,239 -14.3% 

親会社株主に帰属する 

連結四半期純利益 
4,713 5,535 -821 -14.8% 

*全店売上高：直営店舗とフランチャイズ店舗の合計売上高 

 

2020年第１四半期 前年同期比(%) 

全店売上高 既存店売上高 既存店客数 既存店客単価 

+5.9% +5.3% +0.5% +4.7% 

 

2020年第１四半期は全店売上高が前年同期比78億円、5.9%増加の1,418億円となりました。 

中長期的な成長を目的としてマーケティング活動、店舗と人材へ積極的な投資を行った結果、営業利益

は77億円、前年同期比６億円減少となりましたが、年初の想定通りで営業利益率10.7%を確保いたし

ました。 

新型コロナウイルスの業績に与える影響は当四半期におきましては限定的でした。 

第二四半期以降も、お客様、従業員をはじめ全ての皆様の安全を最優先に、全国の店舗で実施している

感染症感染拡大を抑制するための取り組みを継続するとともに、政府や自治体の方針や発表を注視し、

健全な店舗運営を行ってまいります。 

以上 
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※この資料は兜倶楽部、東京商工会議所記者クラブ、外食産業記者会に配布しております。 


